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第Ⅰ章　総則

１　目的

本計画は、様々な感染症の感染者（感染疑いを含む）が事業所内で発生した場合においても、サービス提供を継続するために当事業所の実施すべき事項を定めるとともに、平時から円滑に実行できるよう準備すべき事項を定める。
　
２　基本方針

本計画に関する基本方針を以下のとおりとする。

	1 利用者の安全確保
	利用者は重症化リスクが高く、集団感染が発生した場合、深刻な被害が生じるおそれがあることに留意して感染拡大防止に努める。

	2 サービスの継続
	利用者の健康・身体・生命を守る機能を維持する。

	3 職員の
安全確保
	職員の生命や生活を維持しつつ、感染拡大防止に努める。


３ 主管部門
本計画の主管部門は、代表者を含む役職者とする
下記、指示命令系統により管理監督を行う
代表者（木浪所長）→　代行者（事務長）→
各部管理者主任（訪問介護、居宅、リハビリ、看護）→　一般職員
第Ⅱ章　平時からの備え

対応主体の決定、計画のメンテナンス・周知と、感染疑い事例発生の緊急時対応を見据えた事前準備を、下記の体制で実施する

１　対応主体
代表者（不在の時は総括者）のもと、関係部門が一丸となって対応する

２　対応事項
対応事項は以下のとおり
当事業所感染対策マニュアルに準じて対応する

	項目
	対応事項

	（1） 体制構築・
整備、情報共有
	全体を統括する責任者・代行者を選定
· 意思決定者、担当者の決定
総括責任者→代表者：木浪所長
　　　　　　　代行者：事務長

　　　　　　　部　長：各部管理者主任
　□情報共有と報告ルール
社内の情報共有は、社内ミーティング及び社内SNSで全職員に対し行う。全職員は代表者及び代行者、各部管理者に対し必ず報告を行う。

	（2） 感染防止に
向けた取組の実施
	必要な情報収集と感染防止に向けた取組の実施
□感染症に関する最新情報（感染状況、
政府や自治体の動向等）の収集
　
コロナウイルス感染症対策に係る国分科会ステージ

及び札幌市リスクレベルの把握

　感染性胃腸炎（ノロウイルス、ロタウイルス）
　インフルエンザ、その他の感染症、新たな感染症
· 基本的な感染症対策の徹底
　事業所内では、定期的な換気や共有物の消毒を行う。
　施設外でも医療関係職員としての自覚ある行動を徹底する。

　手指衛生の徹底、マスク装着
　感染経路別に感染防止対策（※空気、飛沫、接触、）
　　※感染流行時には適した感染対策を行う。
· 職員の体調管理
定期的な検温（出社時）を行い記録する。

　十分な栄養睡眠を取り体調管理を行う。

　発熱や症状がある場合：職員は出勤せず、代表及び各部管理者に報告し指示を受け対応する。

　感染別の出勤停止（別紙）
· 利用者及び同居者への体調管理
訪問前に発熱や体調の不調があれば事前に連絡を頂くようお願いする。
· 施設内出入り者の記録管理　　
業者（マスク装着）等は、先ず玄関にて、検温、手指消毒の実施

を行い、体調不良が無いことを確認し接客する。


	（３）防護具、消毒液等備蓄品の確保
	□保管先・在庫量の確認、備蓄
①感染対策に必要な防護具の数量を把握し、いつでも対応できる様備える。

　定期的に感染係が週1回備品数のチェックを行う。

　請求は事務へ依頼する
②発生時に備えてマスク・ガウン・手袋・キャップ・シューズカバー・フェイスシールド（またはゴーグル）なども備蓄しておく。又、訪問車内に上記備品を準備し初動対応に備える。

	（４）研修・訓練の実施
	□定期的に以下の研修・訓練等を実施、BCPの見直し
（感染係を中心に実施する）
□業務継続計画（BCP）を関係者で共有
　スタッフ全員がいつでも確実に対応できる様整備し周知する。

□業務継続計画（BCP）の内容に関する研修
　防護具着脱など、感染対策マニュアルに含める

　入職時に着脱の方法を学び、物品の説明と着脱訓練を感染係が
実施する
□業務継続計画（BCP）の内容に沿った訓練
（感染基準に従い定期的に見直す）
1 定期的に発生時の対応方法について、シミュレーションを行う。

　　連絡報告・消毒・ゾーニング・防護具着脱・スタッフが
動ける様に実施する。

	（５）BCPの検証・見直し
	· 最新の動向や訓練等で洗い出された課題をBCPに反映
課題分析を早急に行い、対策を検討、検討した内容を周知する
　　　　　　　（年2回BCPの見直しを実施する）


第Ⅲ章　初動対応
感染疑い者が発生した際の初動対応について、迅速な対応ができるよう準備しておく。
１　対応主体
以下の役割を担う者が各担当業務を遂行する。
	役割
	担当者

	全体統括
	　　代表者：木浪所長

	医療機関、受診・相談センターへの連絡
	代表者又は各担当者

	利用者・家族等への情報提供
	代行者、各担当者

	感染拡大防止対策に関する統括
	代行者：事務長


２　対応事項
対応事項は以下のとおり。
	項目
	対応事項

	（１）第一報
	□　代表者と代行者へ報告
　電話連絡またはラインワークスを使用し所長に連絡をする。
　
　
□　地域での身近な医療機関、受診・相談センターへ連絡
代表者又は代表者の命により担当者が連絡を行う。
□　事業所内・法人内の情報共有
ミーティングや社内SNSを活用し情報を管理、共有する

□　指定権者への報告
　代行者から指定権者（市など）へ報告し指示があればこれに
従う
□　主治医・居宅介護支援事業所への報告

　代表者を中心に指示に従い、代表者又は各担当者が関係機関へ報告を行う。
□　家族への報告
　代表者の指示に従い代行者又は各担当者が連絡を行う。
上記は別紙フローチャート（別紙）に添って行動する

	（２）感染疑い者への対応
	【利用者】
□　サービス提供の検討
1 対応者の確認と体調の確認を行う。
感染疑いの利用者に対する訪問は代表者の指示に従う。
2 訪問が必要な時は、訪問時間の調整と防護服の感染対策を実施した上、短時間で訪問する。
3 感染疑いの利用者に濃厚接触した職員の確認を行い

症状の観察、確認を行う。
4 濃厚接触職員に症状がある場合は代表者の指示に従い行動
する（検査の実施と訪問の調整）
5 陽性登録が必要な感染症であれば登録、必要時は介助する
□　医療機関受診
①主治医の指示のもと必要な検査を受け、結果が出るまでは防護服の着用など厳重な感染対策で対応する。感染力が強い場合は必要最低限のケアで短時間とする。ケア内容についても代表者と相談しその命に従う。
又はケアの内容で訪問を延期可能な場合は検査の結果が出るまで待機して頂く。必要時、マニュアルに準じて家族指導を行う


	（３）消毒・清掃等の実施
	1 ステーション内のパソコンやテーブル・電話、コピー機なども

使用前後にアルコール除菌シート、または次亜塩素酸水にて毎日清拭する。

2 共有トイレ、蛇口、ドアノブ・電気スイッチ・ハンドル便座・など触れる箇所はすべてアルコール除菌シート、または次亜塩素酸水で毎日消毒する。



第Ⅳ章　感染拡大防止体制の確立

感染疑い者の検査対応中に、以下の感染拡大防止体制の確立を迅速に対応することができるよう準備しておく。
１　対応主体
以下に役割を担う者を構成メンバーとする対策本部を構成し、業務を遂行する。

	役割
	担当者

	全体統括
	代表者：木浪所長

	関係者への情報共有・感染拡大防止対策に関する統括
	代行者：事務長

	業務内容検討に関する統括
	代表者：木浪所長

	勤務体制・労働状況・情報発信
	代行者：事務長


２　対応事項
感染拡大防止体制の確立における対応事項は以下のとおり。
	項目
	対応事項

	（１）保健所との
連携
	　
· 感染対策の指示を仰ぐ
1 感染対策の状況報告、不備がないか指示を仰ぎ対応する。
保健所の指示のもと、在宅生活困難事例のフォローもケアマネージャーへ依頼する。


	（２）濃厚接触者
の対応
	【利用者】
· ケアの実施内容・実施方法の確認
代表者と相談を行い、指示の元、確認実施する。

· 在宅での感染対策、防護服の着用の実施
□健康管理の徹底
・定期的検温、症状観察を行い、環境整備も徹底し、同居
家族との隔離による精神面の観察、不安の軽減に努める。

優先的に必要なケアを週間で分割し短時間で行う。
　　（例：排泄介助・医療処置・ストマ交換、保清等）
利用者・家族にはマスク着用と換気をお願いする。
物品や食事の支援も必要であれば協力する。
必要時は電話やメール等での健康確認状態確認を行う
【職 　員】
□明らかに陽性者と接触した場合は、代表者の指示に従い
対応する。必要時は抗原検査又はPCR検査を受ける。
陰性でも症状がある場合は、代表者へ報告し指示に従い行動する。


	（３）職員の確保
	□　事業所内での勤務調整
濃厚接触者への対応は代表者の指示に従いスタッフを配置する。又、訪問業務の調整、分担も代表者と各部管理者主任の指示に従い行動する。
□　関係団体への依頼
代表者の指示に従い、区内の協力ステーション間で訪問の
協力要請を行う。


	（４）防護具、
消毒液等の
確保
	· 在庫量・必要量の確認
常に防護服・消毒液・ビニール類を常備しておく。

2～3日間対応可能な量を常備しておく。

（感染係が定期的にチェックし事務へ依頼し発注する）



	（５）情報共有
	□　事業所内・法人内での情報共有
事業所内の連絡体制はミーティングや社内SNSを活用し、情報の共有を行う。

□　利用者・家族との情報共有
利用者・家族へ正確な情報を提供する。必要時、感染対策の指導を行う
□　自治体（札幌市・保健所）との情報共有　
保健所や訪問看護ステーション連絡協議会などに情報提供を行う。

· 関係業者等との情報共有
ケアマネージャーや、指示医療機関や医師ヘも情報提供を行う。


	（６）業務内容の
調整
	□　提供サービスの検討（継続、変更）
提供サービスの検討は代表者及び各部署主任と相談し、その指示に従い継続、変更、縮小、中止を行う。


	（７）過重労働・
メンタル
対応
	□　コミュニケーション、相談窓口
各管理者主任は現場の職員の観察を行い、メンタルなど気になる点は代表者に相談し早期対応を行う。　
· 労務管理、長時間労働対応（スマイル内規１に準じる）
代表者及び代行者への相談、報告を行い対応する


	（８）情報発信
	□　関係機関・地域・マスコミ等への説明・公表・取材対応
関係機関・地域・マスコミ等への説明・公表・取材対応
代表者、総括の判断にて対応する。



	更新日
	更新内容

	2023.7月
	5類感染対策の変更部分の追記、修正。(別紙含む)

	2023．9月
	一般感染症のBCPをコロナBCPと別に作成。

	2024．7月
	フロチャート部分、PPE部分資料の見直し

	2024．9月
	共同住宅ほっこり用の感染マニュアルの作成

	2025．3月
	一般感染症BCPとコロナBCPを1つにまとめる。感染マニュアル・フローチャート修正、追記
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